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健康推進員は、子どもから大人まで生涯にわたる健康づくりを、地域で推進するボランティアです。
今年で 30 周年を迎える健康推進員の活動についてご紹介します。

問い合わせ先　 健康推進課　☎ 24-0816、FAX24-5870

わたしたち、
健康推進員です！

「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に 30 年！

健康推進員ってどんなことをするの？
　幅広い世代の健康づくりを推進するため、地域の
公民館やスーパーなどのさまざまな場所で、生活習
慣病の予防や食育に関することなどを地域の皆さん
にお伝えしています。　
　健康推進員になった後も、研修会などに参加し、健
康に関する正しい知識を身につけるため、勉強をし
ています。

早寝・早起き・朝ごはんの大切さを、紙芝居を
使って楽しく分かりやすく伝えます。

体操教室やウォーキングなどで、体を動かす
大切さを伝えます。

地元スーパーの協力のもと、啓発
活動を行っています。

寸劇やパネルなどを使って、どのような生
活習慣が望ましいのかお伝えし、皆さんと
一緒に考えます。

親子、男性、学生向けなど、さまざまな人
に合わせた教室を開催し、メニュー紹介も
しています。

水色のエプロン

水色の三角巾

彦根市健康推進員とは

　市が主催する健康推進員養成講座を修了した人が、健康推進員になるこ
とができます。修了後は各地域の健康推進員の活動に参加し、その地域に
応じた活動を仲間とともに展開するボランティアです。
　現在、156 人（うち男性は 7 人）の健康推進員が活動しています。

こ
の 

の
ぼ
り
が
目
印
！

み
ん
な
で

　
　
ス
ト
レ
ッ
チ
〜

野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

自分たちも楽しく活動  ♫

調理実習をします

地域の企業との協働
生活習慣病予防教室体を動かします

食育の大切さを伝えます
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朝
ご
は
ん
は

　
　
大
切
だ
よ
！

学生さんと一緒に調理実習

バランスよく　食べましょう

幼稚園などにも出張しています。

特集- 特集 -



5 2018・7・1 42018・7・1

Ｑ
．彦
根
市
健
康
推
進
員
協
議
会
設
立

　

30
周
年
に
思
う
こ
と
は
？

彦根市健康推進員協議会会長

石川　加代子さん

　

30
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

と
い
う
思
い
の
も
と
、
地
域
に
密
着
し
て
着
実
に

活
動
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
数
多
く
の
健
康
推

進
員
の
皆
さ
ん
が
い
た
か
ら
で
す
。

　

活
動
を
通
し
て
の
や
り
が
い
や
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で

続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
は
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
と
も
に
全
国

で
上
位
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
意
識

は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
健

康
推
進
員
も
、
今
後
も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
の
人
に
対
し
て
草
の
根
の
活
動
を
展

開
し
、
自
身
も
含
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増

進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
こ
の
活
動
が
続
い
て
い
く
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
健
康
推
進
員
が
企
画
す
る

活
動
が
あ
る
時
は
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

Ｑ
．
今
後
の
展
望
は
？

健 康 推 進 員 の 知 恵 袋

●　野菜をたくさん食べるコツ　●

昭
和
34
年

　
食
生
活
改
善
普
及
員
制
度

           

の
発
足
（
全
国
）

昭
和
43
年

　
母
子
保
健
推
進
員
制
度

　        

の
発
足
（
全
国
）

昭
和
44
年

　
滋
賀
県
保
健
衛
生
推
進

            

連
絡
協
議
会
発
足

昭
和
53
年

　
滋
賀
県
母
子
保
健
推
進
員

            

連
絡
協
議
会
発
足

昭
和
62
年

　
滋
賀
県
健
康
推
進

            

連
絡
協
議
会
の
発
足

昭
和
63
年

　
彦
根
市
健
康
推
進
員
協
議
会

            

の
発
足

平
成
元
年

　
彦
根
市
健
康
推
進
員
協
議
会

　
　
　
　
結
成
大
会

彦根市健康推進員

武内　隆子さん

　野菜をたくさん摂るには、電子レンジなどで蒸

して調理すると食べやすいですよ。

　蒸すと量
かさ

が減るし、水やだし汁などを加えてふ

たをし、蒸しながら煮ると、ゆでるよりも使う水

や塩も少なくて、減塩にもつながります！栄養も

逃げないので、オススメです。

孫
が
で
き
た
時
、
よ
り
食
事
に

気
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

私
が
健
康
推
進
員
に
な
っ
た
の
は
、

30
代
の
こ
ろ
、
１
人
目
の
子
ど
も
が
で

き
た
専
業
主
婦
の
時
で
す
。
そ
れ
か
ら

ず
っ
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

孫
が
で
き
た
時
に
、
今
ま
で
よ
り
食

事
に
気
を
使
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
孫
の
両
親
は
共
働
き
だ
っ
た

の
で
、
私
が
食
事
を
作
る
機
会
が
多

か
っ
た
ん
で
す
。
食
事
に
つ
い
て
勉
強

し
た
こ
と
を
、
お
家
で
実
践
で
き
た
ら

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
ロ
リ
ー
の

本
を
買
っ
て
、
自
分
な
り
に
勉
強
も
し

ま
し
た
。

　

地
域
で
料
理
教
室
を
開
催
す
る
と
、

町
内
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
て
、

お
友
達
が
増
え
ま
し
た
。
町
内
で
会
う

と
、「
元
気
か
？
」
っ
て
声
を
か
け
て
く

れ
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
と
も

挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ

な
が
り
も
で
き
る
し
、
勉
強
も
で
き
る

し
。
い
ろ
ん
な
人
に
声
を
か
け
て
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
る
の
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

健
康
推
進
員
に
な
る
こ
と
は
、
自
分

の
た
め
に
も
な
る
し
、
家
族
の
た
め
に

も
な
る
か
ら
、
勉
強
し
た
ら
い
い
よ
と

他
の
人
に
も
勧
め
て
い
ま
す
。
家
に
こ

も
ら
ず
、
出
歩
い
て
、
人
と
会
話
を
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

　

人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
自
分
の
自
信

に
な
っ
て
、
元
気
が
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
大
事
な
こ
と
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
、

自
分
の
自
信
に
な
っ
て

元
気
が
も
ら
え
ま
す

つ
な
が
り
が
増
え
た
こ
と
が

良
か
っ
た
で
す

健康推進員歴　約 40 年！
ベテラン推進員さんにやりがいを聞きました。

彦
根
市
健
康
推
進
員
協
議
会

発
足
ま
で
の
経
緯

さらに
プラス！

「減塩を心がけよう」

生野菜なら
両手いっぱい

蒸し野菜なら
片手いっぱい

彦根市健康推進員協議会会長にお話を聞きました。

内容　健康推進員として地域のボランティア活動に
参加する時に必要な基礎知識（食、運動、健康づくり
など）や調理技術を学ぶための講座です。

期間　９月３日㈪〜平成 31 年 2 月 22 日㈮（全 14
回）

場所　くすのきセンター（八坂町）ほか
対象　市内在住で、食や健康に関心があり、必要な

時間数（約 40 時間中 35 時間）以上の講座に出席で
きる人で、受講修了後に地域で健康推進員として
ボランティア活動ができる人

定員　30 人
費用　無料（ボランティア活動開始時に会費650円が必要）

申込期限　8 月 24 日㈮
申込・問い合わせ先　 健康推進課☎ 24-0816、

FAX24-5870、 kenko@ma.city.hikone.shiga.jp

※電話か窓口で直接申し込むか、FAX、メールで
①住所②氏名③電話番号④生年月日⑤受講動機
を書いて申し込んでください。

健康推進員養成講座を行います 〜地域で健康づくりのボランティア〜

栄養バランスと賢い食べ方
　自分の食事内容を見直し、バランスの良いメ

ニューの調理実習を行います。

楽しく動いて健康づくり
　室内体操や運動の効果を学びます。

その他
　生活習慣病、健康推進員の活動

内容、現在の子育て事情、高齢
者の介護予防や認知症、こころ
の健康、歯の健康　など

講 座 内 容

回答　☝ 野菜は蒸して調理するのも1つです！
1食の野菜摂取量の目安

「野菜を 1日 350g 食べよう」と聞くけど、ど
んな工夫がありますか？

お悩み

1日の塩分摂取量の目安（成人）
男性　8g未満　／　女性　7g未満

あなたも健康推進員にな
って、一緒に健康づくりをしませんか？

市の健康推進員協議
会が発足する前から
活動を始め、約 40 年
間、活動を続けてい
る。

◀ひこね元気計画21
　キャラクター　まめこん

こ
ん
な
に
歴
史
が

　
　
長
い
ん
で
す
！
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お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市

政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考

え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ
の
意

見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

市
の
進
め
て
い
る
施
策
や
事
業

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
建
設
的
な
意
見
・
提
言
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
可
能
な

限
り
、
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
ま
で
に
、

１
か
月
程
度
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
匿
名
の
場
合
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
、左
の

封
筒
の
裏
面
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

記
入
後
、
封
筒
を
切
り
取
っ
て
、

隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼
り
合
わ

せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
切
手
は
貼
ら
ず
に
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
（
封
筒
は
広
報

ひ
こ
ね
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」
の
専

用
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
意
見
な
ど
を

書
い
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
集
計
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

１
年
間
で
２
２
９
通
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
（
平
成
29
年
４
月
～

同
30
年
３
月
受
付
分
）。

内
容
別
件
数
で
は
、
下
表
の
と

お
り
都
市
建
設
部
関
連
の
意
見
が

最
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
道
路
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
で
し

た
（
意
見
の
内
容
に
よ
り
、
複
数
の
部

課
が
回
答
、
拝
読
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
意
見
総
数
よ
り
内
訳
別
の
表
の
総

件
数
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
）。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
意
見
・
提
言
と

し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
に

し
ま
す
。
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.

shiga.jp

所属
都市建設部
市民環境部
総務部
企画振興部
教育委員会
産業部
福祉保健部

所属
市立病院
上下水道部
子ども未来部
議会事務局
出納室　
担当課なし　　　
合計

件数  
92
59
53
39
36
26
19

件数
12
6
5
2
1
1

351

市庁舎耐震補強・増築・改修工事に際しまして、同
工事請負契約にかかる地方自治法施行令違反に関し、
市民の皆様に多大なご心配・ご迷惑をおかけしました
ことを深くお詫び申し上げます。
本市と工事施工業者との間で締結した市庁舎耐震

補強・増築・改修工事にかかる工事請負契約について
は、今般の地方自治法施行令違反の問題を受けて、一
定の工事の区切りをもって契約を合意により解約す
る方向で話し合いを進めていきたく考えております。
また、合意解約やそれに伴う精算問題などを推進する
に当たり、透明性を確保するため、民事調停などの公
平な第三者が関与する手続きを活用することを視野
に入れております。
現在、増築棟建築現場の敷地から見つかった汚染土

壌対策のため、既に増築棟建築工事は見合わせており
ましたが、本年 5月 20 日付けで全ての工事を中断し、
今後は、汚染土壌の処分等が完了するまでの間に、解

約やそれに伴う出来高精算に関する合意形成を民事
調停などを通じて行い、全庁を挙げて最大限の努力を
傾けて本庁舎耐震化整備事業を早期に成し遂げると
ともに、可能な限り情報を公開し、透明性の確保を
図った上で取り組んでいく所存です。
本市としましては、このたびの問題を重く受け止め、

今後二度とこのような問題が生じないよう全職員に
改めて厳しく指導し、市民の皆様の信頼を回復するた
め、真摯に取り組んでまいります。
また、同工事現場において、土壌汚染対策法の溶出

量基準値を超える汚染土壌が確認されておりますが、
今後、詳細な土壌調査を実施し、その調査結果に基づ
き、汚染土壌の措置計画（対応方法）を決定の上、年内
を目途に土壌汚染対策法に準じた措置を講じ、処分を
行う予定です。
今後とも皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　彦根市長　　大久保　貴

市庁舎耐震補強・増築・改修工事への対応について

介
護
保
険

利
用
者
負
担
額
の
軽
減
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
保
険
の
利
用
者
で
所
得
の

低
い
人
を
対
象
に
、
利
用
者
負
担

額
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

①
施
設（
介
護
保
険
施
設
お
よ
び
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
）ま
た

は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
の

食
費
・
居
住
費
の
軽
減

②
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る
利

用
者
負
担
軽
減

申
請
す
る
と
、
審
査
の
上
、
該

当
者
に
は
認
定
証(

確
認
証)

を
交

付
し
ま
す
。

再
申
請
が
必
要
で
す

利
用
者
の
認
定
証(

確
認
証)

〈
有
効
期
限
〉
①
７
月
31
日
㈫
（
②

は
６
月
末
で
終
了
）

認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、

再
申
請
の
案
内
を
①
は
７
月
初
旬

に
送
付
し
ま
す
（
②
は
送
付
済
）。
軽

減
の
継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、改

め
て
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
支
給
要
件

の
変
更
が
あ
り
ま
す

【
①
の
変
更
点
】　

介
護
医
療
院

サ
ー
ビ
ス
が
負
担
額
軽
減
の
適

用
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
②
の
変
更
点
】　

介
護
予
防
訪
問

介
護
お
よ
び
介
護
予
防
通
所
介

護
は
、適
用
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

提
出
書
類

▼
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申

請
書

▼
本
人
（
と
配
偶
者
）
の
通
帳
の
コ

ピ
ー
な
ど
（
資
産
が
分
か
る
も
の
）

※
通
帳
の
コ
ピ
ー
は
直
近
の
取
引

ま
で
の
記
帳
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

介
護
保
険

負
担
割
合
証
が
届
き
ま
す

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
に
、
新
し
い
介
護
保
険

負
担
割
合
証
（
８
月
１
日
か
ら
適
用
）

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

負
担
割
合
証
に
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
自
己

負
担
の
割
合
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

新
し
い
負
担
割
合
証
が
届
い
た

ら
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
、利

用
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
判
定

要
件
の
変
更
が
あ
り
ま
す

　

次
の
①
②
両
方
に
該
当
す
る
人

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の

負
担
割
合
が
３
割
に
な
り
ま
す
。

①
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
２

０
万
円
以
上

②
同
じ
世
帯
に
い
る
65
歳
以
上
の

人
の
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の

合
計
所
得
金
額
」
が
、
単
身
の

場
合
３
４
０
万
円
以
上
、
２
人

以
上
世
帯
の
場
合
４
６
３
万
円

以
上
の
人

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
会
議

「
彦
根
市
自
殺
対
策
計
画
」の
策

定
や
進
行
管
理
な
ど
を
審
議
す
る

会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
時　

７
月
13
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
同
３
時
30
分

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）
多
目
的
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
７
月
５
日
㈭
ま
で
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

料金受取人払郵便

差出有効期限
2019年6月
30日まで

彦根局承認

1556

5 2 2 8 7 9 0

彦根市元町4番2号

彦根市役所

企画振興部

係 行

まちづくり推進室

「市政への意見・提言」

次のとおり封筒を作ってください
①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央をや
まおりにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてく
ださい。
③切手は貼らずにそのままポストへ投か
んしてください。

個人情報の取り扱いについて

　個人情報については適正に管理し、連絡
や回答の場合を除き、他の目的に利用する
ことはありません。

や ま おり

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

※
平
成
29
年
度
末
現
在
の
所
属
で

集
計
し
て
い
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

70
歳
以
上
の
人
の
高
額
療
養
費

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

高
額
療
養
費
制
度
は
、
１
か
月

の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
決
め

ら
れ
た
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
限
度
額
以
上
に
支
払
っ

た
部
分
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。

　

８
月
診
療
分
か
ら
、
70
歳
以
上

の
人
の
限
度
額
が
下
表
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
申
請

入
院
や
通
院
で
毎
月
の
医
療
費

が
高
額
に
な
る
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
「
限
度
額
適
用
認
定
証
（
認
定

証
）」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
窓
口

で
の
自
己
負
担
額
の
支
払
い
を
一

定
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
保
険
適
用
外
の
部
分
は
自
己
負

担
が
必
要
で
す
）。

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
限
度
額　

病
院
に
支
払
う
自
己

負
担
額
（
月
当
た
り
）
に
は
上
限

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。上
限
額

は
年
齢
や
世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
異
な
り
ま
す
。

▼
認
定
証
の
交
付
の
対
象　

　
【
７
月
ま
で
】70
歳
以
上
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
、
70
歳
未
満
の

人
【
８
月
か
ら
】
70
歳
以
上
の
現

役
並
み
ｌ
、
ll
の
人
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
、
70
歳
未
満
の
人

▼
手
続
方
法　

印
鑑
・
保
険
証
を

持
っ
て
、

保
険
年
金
課
、
支
所
、

各
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

（
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て
）

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
原
則
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

８
月
以
降
の
更
新
に
必
要
な
手
続

き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
人　

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
保
険

年
金
課
ま
た
は
支
所
、各
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
人

更
新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。平
成
30
年
度
も
続
い
て
住
民

税
が
世
帯
全
員
非
課
税
の
人
に

は
、８
月
以
降
の
認
定
証
を
新
年

度
の
保
険
証
に
同
封
し
て
、７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▼
限
度
額
を
超
え
て
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
医

療
費
は
、高
額
療
養
費
と
し
て
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
手
続
き
に
は
領
収
書
の
原

本
が
必
要
で
す
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い（
対
象
者
に
は
通

知
を
送
付
し
ま
す
）。

※
１ 

世
帯
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満（
１
人
世
帯
の
場
合
は
３
８
３
万
円
未
満
）

の
場
合
や
、「
旧
た
だ
し
書
所
得
」
の
合
計
額
が
２
１
０
万
円
以
下
の
場
合
も
含
み
ま
す
。

※
２ 

医
療
費
が
26
万
７
千
円
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た
分
の
１
％
を
加
算
し
ま
す
。

※
３ 

過
去
12
か
月
以
内
で
上
限
額
に
３
回
以
上
達
し
た
場
合
、
４
回
目
か
ら
「
多
数
回
」

に
該
当
し
、
上
限
額
が
下
が
り
ま
す
。

※
４ 

医
療
費
が
84
万
２
千
円
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た
分
の
１
％
を
加
算
し
ま
す
。

※
５ 

医
療
費
が
55
万
８
千
円
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た
分
の
１
％
を
加
算
し
ま
す
。

平
成　
　
　

年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

　　
平
成
30
年
度
の
１
年
間
の
保

険
料
額
や
、
支
払
方
法
を
お
知
ら

せ
す
る
通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

▼
保
険
料
の
計
算

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
同

29
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

し
ま
す
。

区分 平成28・29年度

45,242円

8.94％

57万円

保険料
平成30・31年度

43,727円

8.26％

62万円

被保険者
均等割額

所得割率

年間保険料
の上限額

一
般

住
民
税
非
課
税

現
役
並
み

課税所得145万円
以上の人

課税所得145万円
未満の人（※1）

II 住民税非課税世帯
I住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

外来＋入院
（世帯ごと）

80,100円（※2）
（44,400円 ※3）

57,600円
（44,400円 ※3）

24,600円

　15,000円
　

外来
（個人ごと）

57,600円

14,000円
（年間上限144,000円）

8,000円

外来＋入院
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

適 用 区 分

一
般

住
民
税
非
課
税

現
役
並
み

適 用 区 分

lll 課税所得690万
円以上の人
ll 課税所得380万
円以上の人
l課税所得145万
円以上の人
課税所得145万円
未満の人（※1）

II 住民税非課税世帯
I住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

252,600円（※4）
（140,100円 ※3）

167,400円（※5）
（93,000円 ※3）

80,100円（※2）
（44,400円 ※3）

18,000円
（年間上限144,000円）

57,600円
（44,400円 ※3）

8,000円
24,600円

　15,000円
　

７
月
ま
で

８
月
か
ら

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
に
は
、
保

険
証
の
ほ
か
に
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
、
原
則
７
月
31
日

ま
で
で
す
。
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

８
月
に
な
っ
て
も
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
を
送
付

　

８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
保
険

証
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

簡
易
書
留
で
送
付
す
る
た
め
、
受

取
に
受
領
印
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
の
保
険
証
は

う
ぐ
い
す
色
（
薄
緑
色
）
に
な
り
ま

す
。
８
月
１
日
以
降
は
、
今
ま
で

の
保
険
証（
有
効
期
限
が
平
成
30
年
７

月
31
日
に
な
っ
て
い
る
も
の
）は
使
え

ま
せ
ん
。
破
棄
す
る
か
、

保
険

年
金
課
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
険
年
金
課
☎
30-

６
１

１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

▼
保
険
料
の
支
払
方
法

　

特
別
徴
収
の
人
（
通
知
書
の
特
別

徴
収
の
欄
に
、金
額
の
記
載
が
あ
る
人
）

は
、
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
に
よ

り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
人
（
通
知
書
の
普
通

徴
収
の
欄
に
、金
額
の
記
載
が
あ
る
人
）

は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
保
険

料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
月
間
で
す

　

近
年
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、10

～
30
代
の
献
血
者
数
が
著
し
く
減

少
し
て
い
ま
す
。今
後
、輸
血
を
必

要
と
す
る
人
を
支
え
て
い
く
た
め

に
も
、
若
年
層
は
も
ち
ろ
ん
、
各

年
代
層
で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
市
で
は
、
献
血
バ

ス
が
定
期
的
に
運
行
し
て
い
ま
す

の
で
、
成
分
献
血
や
４
０
０
ml
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７

-

５
６
４-

６
３
１
１
番
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttps://www.bs.jrc.

or.jp/kk/shiga/

30
◦
31

▼
普
通
徴
収
の
人
の
納
付
書

　

通
知
書
と
納
付
書
は
別
々
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
通
知
書
と
納
付

書
の
到
着
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

納
付
書
は
年
間
分
を
一
度
に
送

付
し
ま
す
。
各
納
期
限
ま
で
に
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課
☎

30-

６
１
４
５
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
滋
賀
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０
７
７

-

５
２
２-

３
０
１
３
番

※保険料率は２年に１度見直しされます。
　次回の見直しは２年後です。

20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号 性別

年齢

男 女

について　　　　　　　　       　　　　　　　　

フリガナ

た に おり
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彦根市災害廃棄物処理計画（素案）

休日のごみ等収集
　7 月 16 日 ( 月 · 祝 ) は、通常どおり収集を
行います。 清掃センターへの直接搬入は
できません。
　詳しくは「ごみ等の収集カレンダー」を
ご覧ください。
※４月から、指定袋に入っていない新聞、雑

誌、ダンボール、剪定枝の回収は終了し
ています。指定袋に入れて出してくださ
い。

※ごみは、収集日の午前８時までに決めら
れた場所に出してください。

ごみ集積所の変更・新設
▶皆さんが利用・管理しているごみ集積箱

を移動・廃止する場合は、事前に 清掃
センターまで届出をお願いします。

▶自治会で集積箱を新設・更新する場合は、
購入補助金もあります。条件など、詳し
くはお問い合わせください。

問 い 合 わ せ 先　 清 掃 セ ン タ ー ☎ 22-
2734、FAX24-7787

清掃センター
　からのお知らせ

青少年が非行に陥
おちい

ったり、犯罪などの被害に
遭
あ

ったりしないように、市では、青少年育成市
民会議やＰＴＡなどが各地域で巡回指導や見守
り活動を推進しているほか、青少年指導員や少
年センターの職員が街頭補導を行っています。

地域の子どもが心豊かにたくましく成長で
きるように、青少年の非行・被害防止の取り組
みを家庭や地域から進めましょう。

第 68 回社会を明るくする運動
標語と作文　特選作品紹介

標語・小学校
和田　心

ここ

那
な

さん（稲枝西小６年）

　つたえよう　感謝の気持ち　ありがとう

標語・中学校
高橋　心

み

優
ゆ

さん（東中 1 年）

　どしゃぶりの　心の雨に　きみのかさ

標語・一般
野洲　令子さん（古沢町）

　更生へ　がんばる少年　社会の一員

作文・中学校
宮坂　真

ま

央
ひろ

さん（東中 3 年）

　弟の誕生が教えてくれたもの

　７月１日㈰にビバシティ彦根で開催する第
６８回「社会を明るくする運動・青少年健全育
成」彦根市大会において、特選・入選の標語・
作文受賞者の表彰、特選・入選作文の発表、応
募のあった小中学生の標語の全作品の掲示を
行います。詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ先　
　 子ども・若者課☎ 49-2251、FAX26-

1768

７月は
青少年の非行・被害防止
に取り組む強調月間です

利
用
で
き
ま
す

国
立
印
刷
局
彦
根
工
場
体
育
館

彦
根
翔
西
館
高
校
第
２
体
育
館

　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
閉
館

に
伴
い
、
①
独
立
行
政
法
人
国
立

印
刷
局
彦
根
工
場
体
育
館
と
②

彦
根
翔
西
館
高
校
第
２
体
育
館

（
旧
彦
根
西
高
校
体
育
館
）
の
２
施
設

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

所
在
地　

①
小
泉
町
１
０
３
４

②
池
州
町
９-

73

利
用
可
能
競
技

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル

利
用
可
能
日
時

①
土
・
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日(

年

末
年
始
は
除
く)

の
午
前
８
時
～

午
後
９
時

②
彦
根
翔
西
館
高
校
課
業
日
の
う

ち
、
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
正
午

利
用
料
金

①
１
時
間
当
た
り
【
全
面
】
１
、１

０
０
円 

【
半
面
】
５
５
０
円

②
１
時
間
当
た
り
【
全
面
】
３
８

０
円 

【
半
面
】
１
９
０
円

申
請
方
法　

利
用
日
の
60
日
前
～

７
日
前
ま
で
に
、

教
育
委
員

会
保
健
体
育
課
へ
利
用
許
可
申

請
書
を
提
出
し
、
許
可
を
得
て

く
だ
さ
い
。

申
請
開
始
日　

７
月
２
日
㈪
～

駐
車
台
数　

①
12
台
、
②
25
台

駐
輪
台
数　

①
50
台
、
②
50
台

※
両
施
設
と
も
駐
車
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

近
隣
町
立
・
市
内
大
学
の
各
体
育

館
を
利
用
さ
れ
た
場
合
は
費
用
を

助
成
し
ま
す

　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
閉
館
に

伴
い
、(

仮
称)

新
市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
に
、

次
の
施
設
を
利
用
さ
れ
た
場
合
は
、

利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
施
設　

愛
荘
町
、豊
郷
町
、多

賀
町
の
町
立
体
育
館
、
市
内
大

学
体
育
館

助
成
内
容　

１
時
間
当
た
り
の
使

用
料
が
、１
、１
０
０
円
を
超
過

し
た
場
合
、
そ
の
差
額
を
助
成

助
成
対
象
期
間　

４
月
１
日
～
平

成
31
年
３
月
末
日

申
請
方
法　

そ
の
施
設
を
利
用
し

た
日
か
ら
３
か
月
以
内
に
、
利

用
許
可
書
と
利
用
料
領
収
書
な

ど
支
払
が
証
明
で
き
る
書
類
を

お
持
ち
の
う
え
、

教
育
委
員

会
保
健
体
育
課
へ
助
成
金
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
助

成
金
申
請
書
は
窓
口
で
お
渡
し
し
ま

す
）。

申
請
期
限　

平
成
31
年
４
月
末
日

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

保
健
体
育
課
☎
24-

７
９
７
５

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

湖
東
圏
域
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
修
正（
素
案
）

内
容　

同
計
画
は
、湖
東
圏
域(

彦

根
市
、
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
、

多
賀
町)

の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
も
の
で
す
。
路
線
バ

ス
の
乗
務
員
が
不
足
す
る
中
で
、

よ
り
効
率
的
な
運
行
が
で
き
る

よ
う
に
、
同
計
画
を
修
正
し
ま

す
。

素
案
の
公
開
場
所　

交
通
対
策

課
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）、情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
彦
根
駅
西
口

意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各

公
開
場
所
に
あ
り
ま
す
。
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
は
、
意
見
に
対
す

る
彦
根
市
の
考
え
方
と
と

も
に
整
理
し
た
上
で
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
に
対
し
て
、
個
別
に
回

答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

彦
根
市
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
（
第
２
期
）

　

同
計
画
は
、
本
市
の
歴
史
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
地
域

に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及

び
向
上
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
彦
根
城
下
町
区
域
を
重
点
区

域
に
定
め
、
計
画
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
、
３
月
に
主
務
大
臣
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

意見の件数　　　　 　　　　0 件

問い合わせ先
　 生活環境課ごみ減量・資源化推進室
　☎ 30-6116、FAX27-0395

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

仮
庁
舎
３
階
）、
支
所
、
各
出
張

所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間
と
意
見
の
提
出

期
間　

７
月
２
日
㈪
～
同
31
日
㈫

（
必
着
）

提
出
方
法　

交
通
対
策
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

湖
東

圏
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
事
務
局
（

交
通
対
策
課
内
）

（
〒
５
２
２-

０
０
７
４　

大
東
町
２

-

28
）
☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番
、

koutsutaisaku@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

近
江
鉄
道

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
レ
イ
ン

　

子
ど
も
の
絵
画
作
品
を
展
示
し

た
近
江
鉄
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
レ
イ

ン
が
毎
日
運
行
中
で
す
。

　

７
月
は
、
高
宮
小
学
校
と
鳥
居

本
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
児
童
の
皆

さ
ん
の
元
気
な
作
品
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

１
日
の
運
行
本
数

【
米
原
駅
～ 

近
江
八
幡
駅
間
】

お
お
む
ね
４
往
復

【
八
日
市
駅
～ 

貴
生
川
駅
間
】

お
お
む
ね
１
・
５
往
復

※
運
行
ダ
イ
ヤ
は
、
近
江
鉄
道
㈱

鉄
道
営
業
課
☎
22-

３
３
０
３

番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

※彦根翔西館高校第 2 体育館の利用料金について、紙で発行の「広報ひこね」では「【全面】
1,100 円 【半面】550 円」とありますが、正しくは「【全面】380 円 【半面】190 円」です。
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英
語
で
わ
ら
べ
う
た

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

〈
内
容
〉
　

英
語
で
わ
ら
べ
う
た
を

歌
い
な
が
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
、

初
め
て
の
英
語
で
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
ま
す
。　
〈
日
時
〉〉７
月
10

日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午　
〈
場

所
〉

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
里

根
町
）
２
階
小
会
議
室　
〈
対
象
〉

生
後
２
～
11
か
月
の
乳
児
と
そ
の

保
護
者　
〈
定
員
〉
10
組
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
２
０
０
円　
〈
申
込
開
始

日
時
〉
７
月
２
日
㈪　

午
前
９
時　

〈
持
ち
物
〉
バ
ス
タ
オ
ル
、飲
み
物　

〈
そ
の
他
〉予
防
接
種
後
48
時
間
経

過
し
て
い
な
い
乳
児
は
受
講
で
き

ま
せ
ん
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

３
５
８
２
番　

※
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

議
会
報
告
会
「
カ
タ
リ
バ
」

〈
内
容
〉コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
市
政
に
対
す
る
意
見
を

持
ち
寄
る
、
彦
根
市
議
会
主
催
の

意
見
交
換
会
で
す
。
今
回
は
、
滋

賀
大
学
経
済
学
部
と
の
連
携
事
業

と
し
て
大
学
生
が
進
行
し
ま
す
。

※
申
込
不
要　
〈
日
時
〉〉
７
月
13

日
㈮　

午
後
７
時
～
同
８
時
30
分　

〈
場
所
〉
彦
根
勤
労
福
祉
会
館
（
大
東

町
）
４
階
大
ホ
ー
ル　
〈
定
員
〉30
人

試験区分 人員 職務内容 試験日受験資格

受付期間　7月2日㈪～同20日㈮（土・日曜日、祝日は除く）　※郵送の場合は7月20日㈮消印有効
受験申込書などの配布場所、受験の申込、問い合わせ先
　　人事課（彦根駅西口仮庁舎４階）☎30-6106、FAX22-1398

9月16日㈰
平成4年4月2日から
同13年4月1日までに
生まれた人

10人 消防業務（深夜を含む
交替制勤務）

初級
消防職員

市
職
員
を

　
　
　
募
集
し
ま
す

スライムを作って遊ぼう
日時　7 月 21 日㈯　13：30 〜 14：30
対象　小学生以上
定員　15 人（先着順）　　費用　20 円
申込期間　7 月 3 日㈫〜同 18 日㈬

イラストなどを描いて焼くだけ
プラ板アクセサリーを作ろう
日時　7 月 28 日㈯　13：30 〜 15：00
対象　小学生以上
定員　20 人（先着順）　　費用　50 円
持ち物　描きたいイラスト、図案など
申込期間　7 月 3 日㈫〜同 25 日㈬

＜問い合わせ先＞ ふれあいの館
　☎ 25-4452、FAX47-5088
※電話か窓口で直接申し込んでください。

ふれあいの館からの
お知らせ

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込・

問
い
合
わ
せ
先
〉 

議
会
事
務
局
☎

30-

６
１
３
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０

９
０
６
番

オ
ニ
バ
ス
の
里
親
講
習
会

〈
内
容
〉
市
の
天
然
記
念
物
で
、彦

根
城
跡
中
堀
に
生
息
し
て
い
る
オ

ニ
バ
ス
は
、
生
息
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
責
任
を
も
っ
て
オ
ニ
バ

ス
の
生
育
と
保
護
に
協
力
で
き
る

人
を
募
集
し
、
里
親
に
な
る
た
め

の
講
習
会
で
す
（
講
習
会
終
了
後
に

は
、
里
親
の
希
望
者
に
オ
ニ
バ
ス
の
株

を
渡
し
ま
す
）。　
〈
日
時
〉
７
月

14
日
㈯　

午
後
２
時
～
同
３
時　

〈
場
所
〉
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ

ラ
ザ
彦
根
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
平
和
堂

６
階
）
AB
会
議
室　
〈
対
象
〉
市
内

在
住
で
里
親
に
な
れ
る
人
、
ま
た

は
以
前
か
ら
里
親
に
な
っ
て
い
る

人（
株
を
希
望
し
な
い
人
も
受
講
可
能
）　

〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
持
ち

物
〉
筆
記
用
具
、
株
を
持
ち
帰
る

た
め
の
バ
ケ
ツ　
〈
申
込
期
間
〉７

月
２
日
㈪
～
同
13
日
㈮　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１

１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５

番　

※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。

夏
休
み
日
中
一
時
支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
内
容
〉
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
、

夏
休
み
日
中
一
時
支
援
事
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
子
ど
も
の
保
育
や
介
助
な

ど
）を
募
集
し
ま
す
。　
〈
期
間
〉７

月
21
日
㈯
～
８
月
27
日
㈪　
〈
場

所
〉
市
内
、甲
良
町
、豊
郷
町
な
ど　

※
時
間
、
場
所
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
対

象
〉
原
則
15
歳
以
上
で
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
の
保
育
に
関
心
と
熱

意
の
あ
る
人　
〈
申
込
期
間
〉
７
月

２
日
㈪
～
同
20
日
㈮　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

障
害
福
祉
課
☎

27-

９
９
８
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１

７
６
７
番
、

 shogaifukushi@
m

a.city.hikone.shiga.jp

　
※
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
は
、
①
氏
名
②

住
所
③
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す 

子
ど
も
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

〈
内
容
〉
①
【
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ

ン
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ン
立
て
」
づ

く
り
】
自
分
の
表
現
し
た
い
も
の

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
必
要
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま

す
。②【
の
の
す
て
折
り
紙
を
使
っ

ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

〈
内
容
〉
樹
木
、
草
花
、
昆
虫
、
野

鳥
、
水
生
生
物
な
ど
の
観
察
を
行

い
ま
す
。　
〈
日
時
〉
７
月
29
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

※
雨
天
中
止　
〈
場
所
〉
鳥
居
本
町

周
辺
（
午
前
８
時
15
分
ま
で
に
鳥
居
本

地
区
公
民
館
に
集
合
）　
〈
定
員
〉
25
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉５
０
０
円（
未
就

学
児
は
無
料
）　
〈
申
込
期
間
〉
７
月

２
日
㈪
～
同
13
日
㈮　
〈
持
ち
物
〉

水
筒
、
タ
オ
ル
、
サ
ン
ダ
ル
、
簡
易

雨
具
、
帽
子
、
筆
記
用
具
、
虫
除

け
ス
プ
レ
ー
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の

軽
食
、
双
眼
鏡
な
ど　
〈
そ
の
他
〉

小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉「
快
適
環
境
づ
く

り
を
す
す
め
る
会
」
事
務
局
（

生

活
環
境
課
内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

※
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

は
じ
め
ま
せ
ん
か

認
知
症
カ
フ
ェ

〈
内
容
〉
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
、
医
療
福
祉
の
専
門
職
や
地
域

の
人
な
ど
が
立
場
を
超
え
て
集
ま

る
こ
と
が
で
き
る
認
知
症
カ
フ
ェ

の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
カ

フ
ェ
の
設
置
に
は
市
か
ら
補
助
が

あ
り
ま
す
。　
〈
補
助
対
象
〉
医

療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
飲
食
店
な
ど　

ウィズおやこ広場（毎月第 2 土曜日開催）
内容　NPO 法人保育サービスドリームによる「わく

わくらんど」でたなばた会をします。短冊に願い事
を書いて、笹飾りを作ったり、手遊びをして親子で
楽しみます。

日時　7 月 14 日㈯　
　10：00 〜 11：30
対象　乳幼児と保護者　　
費用　無料
※事前申込は不要です。
※ 8 月の第２土曜日は祝日のため、広場はお休みです。

夏休みこどもプログラミング教室
内容　子ども向けのプログラミング言語を使って、プ

ログラミングのしくみを楽しく学び体験しましょう。
日時　7 月 25 日㈬〜 27 日㈮（全 3 回）　
　【①午前の部】10：00 〜 12：00
　【②午後の部】13：30 〜 15：30
　※①②いずれも同じ内容です。
対象　小学 4 〜6 年生　　定員　各部10人（先着順）

費用　3,000 円 ( 全 3 回分）

申込開始日時　7 月 2 日㈪　9：00 〜
※電話、FAX または直接窓口で申し込んでください。

申込・問い合わせ先　 男女共同参画センター「ウィ
ズ」（平田町 670）☎・FAX24-3529

男女共同参画センター
「ウィズ」からのお知らせ

て
風
鈴
づ
く
り
】
モ
ダ
ン
な
和
柄

の
折
り
紙
を
使
っ
て
風
鈴
を
作
り

ま
す
。　
〈
日
時
〉①
７
月
28
日
㈯

午
後
１
時
～
同
４
時　

②
７
月
29

日
㈰
午
前
10
時
～
正
午　
〈
場
所
〉

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す（
小
泉
町
）　
〈
対

象
〉
①
小
学
５
・
６
年
生
②
小
学

４
～
６
年
生　
〈
定
員
〉①
②
各
20

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
①
②
各
１

０
０
円　
〈
申
込
開
始
日
時
〉①
②

７
月
８
日
㈰
午
前
９
時
～　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
ひ
こ
ね
燦

ぱ
れ
す
☎
26-

７
２
７
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

７
３
７
７
番　

※
直
接

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
補
助
対
象
と
な
る
経
費
〉
▼
設

備
整
備
費　

15
万
円
（
初
年
度
の

み
）
▼
運
営
費　

カ
フ
ェ
開
設
１

回
に
つ
き
３
万
２
千
円
（
１
か
月

当
た
り
６
万
４
千
円
が
上
限
）　
〈
申

込
期
間
〉
７
月
２
日
㈪
～
８
月
15

日
㈬　

午
後
５
時
（
必
着
）
※
詳

し
く
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

認
知
症
カ
フ
ェ

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

〈
内
容
〉
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設

や
運
営
に
つ
い
て
の
説
明
を
し

ま
す
（
要
申
込
）。　
〈
日
時
〉
７

月
30
日
㈪　

午
後
４
時
～
同
５

時   

〈
場
所
〉く
す
の
き
セ
ン
タ
ー

（
八
坂
町
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

医
療
福
祉
推
進
課
☎

24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

介
護
予
防
運
動
指
導
員

養
成
講
座

〈
内
容
〉介
護
予
防
の
た
め
の
筋
力

運
動
や
、
有
酸
素
運
動
を
取
り
入

れ
た
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
金
亀
（
根

気
）
体
操
を
地
域
に
伝
え
る
指
導

員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。　
〈
期
間
〉

９
月
11
日
㈫
～
10
月
17
日
㈬
（
全

６
回　

※
４
回
以
上
の
受
講
が
必
要
）　

〈
場
所
〉
く
す
の
き
セ
ン
タ
ー
（
八

坂
町
）
ま
た
は

福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）
別
館
２
階　
〈
対
象
〉

金
亀
体
操
を
継
続
し
た
い
と
考
え

て
い
る
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

サ
ロ
ン
な
ど
に
所
属
す
る
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
内
の
代
表
者
１
～

２
人
（
修
了
後
は
指
導
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）　
〈
定
員
〉
20

人（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉無
料　
〈
申

込
期
限
〉
９
月
３
日
㈪　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

医
療
福
祉
推

進
課
☎
24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

５
８
７
０
番　

※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
①
介
護
予
防
運
動
指

導
員
希
望
②
氏
名
③
住
所
④
年
齢

⑤
電
話
番
号
⑥
団
体
名（
あ
れ
ば
）

を
伝
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
実
施
日
時
な
ど
、
詳
し
く
は
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

一
部
講
義
は
「
健
康
推
進
員
養
成

講
座
」
と
同
時
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
５
ペ
ー
ジ
「
健
康
推
進
員

養
成
講
座
」
の
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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内容　野外活動を通して、自然に親しむことを目的に
キャンプをします。自然の中で遊んだり、野外炊事を
したり、わくわくドキドキの２日間を過ごしませんか。

日時　8 月 11 日 ( 土 · 祝 )10：30 〜同 12 日㈰ 15：30
場所　 荒神山自然の家（日夏町）

対象　小学４〜 6 年生　　定員　30 人（先着順）　　

費用　3,500 円（自炊材料費などを含む）

申込期間　7 月 1 日㈰〜同 8 日㈰（２日㈪は休み）

問 い 合 わ せ 先　 荒 神 山 自 然 の 家 ☎ 28-1871、
FAX28-1872（月曜日を除く午前８時 30 分〜午後５時
15 分）※電話で申し込んでください。参加者には詳し
い案内を郵送します。

ー 荒 神 山 自 然 の 家 ー

チャレン
ジ！サマ

ーキャン
プ

彦
根
大
花
火
大
会

環
境
美
化
活
動

〈
内
容
〉彦
根
大
花
火
大
会
の
翌
朝

に
会
場
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
す
。　
〈
日
時
〉
８
月
２
日
㈭　

午
前
７
時
か
ら
１
時
間
程
度
（
集

合
は
午
前
６
時
45
分
）
※
花
火
大
会

が
中
止
に
な
っ
た
場
合
は
、
環
境

美
化
活
動
も
中
止　
〈
集
合
場
所
〉

彦
根
港
船
乗
り
場
付
近（
松
原
町
）

〈
申
込
期
間
〉７
月
１
日
㈰
～
同
17

日
㈫　
〈
そ
の
他
〉雨
天
決
行
。
軍

手
、
火
ば
さ
み
、
ご
み
袋
は
用
意

し
ま
す
。
活
動
場
所
は
当
日
説
明

し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
大
花
火
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
（（
公
社
）
彦
根
観
光
協

会
内
）
☎
23-

０
０
０
１
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
９
１
９
番

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

参
加
団
体

〈
内
容
〉「
彦
根
夏
の
陣
」
と
銘め

い

打

ち
開
催
す
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
彦
根
ば
や

し
総
お
ど
り
大
会
」
の
出
場
団
体

を
募
集
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
８

月
10
日
㈮　

午
後
5
時
～
同
９
時

（
踊
り
の
予
定
時
間
は
午
後
７
時
～
同

８
時
）　

※
雨
天
中
止　
〈
場
所
〉

銀
座
、
中
央
、
登
り
町
グ
リ
ー
ン

通
り
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本
の
各

商
店
街
一
帯　
〈
対
象
〉
次
の
全

て
を
満
た
す
団
体　

▼
10
人
以

上　

▼
プ
ラ
カ
ー
ド
・
山だ

車し

は
片

側
一
車
線
の
範
囲
の
も
の　

※
衣

装
は
自
由　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申

込
期
間
〉
７
月
１
日
㈰
～
同
15
日

㈰　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
公
社
）
彦
根
観
光
協
会
（
〒
５
２
２

-

０
０
６
４　

本
町
一
丁
目
12-

５　

四

番
町
ス
ク
エ
ア
ひ
こ
ね
街
な
か
プ
ラ
ザ

内
）
☎
23-

０
０
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
９
１
９
番　

※
（
公
社
）
彦

根
観
光
協
会
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

戦
没
者
遺
児　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

〈
内
容
〉
先
の
大
戦
で
父
な
ど
が

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

人
々
と
の
友
好
親
善
を
図
り
ま

す
。　
〈
対
象
〉戦
没
者
の
遺
児
で

実
施
地
域
に
該
当
す
る
人　
〈
実

施
地
域
〉
旧
満
州
、旧
ソ
連
、ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、西
部
・
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ

ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど　

※
地
域
、
日
程
、
定
員
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
滋
賀
県
遺
族
会
事
務
局
☎
０

７
７-

５
２
２-

７
２
２
７
番

考
え
る
力
を
育
む

彦
根
市
少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修

（
初
級
編
）

〈
内
容
〉
豊
か
な
社
会
性
や
健
全

な
創
造
力
に
富
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
満
ち
た
子
ど
も
の
育

成
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。　

〈
日
程
〉
①
７
月
30
日
㈪
（
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
②
８
月
２

日
㈭
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
体

験
）
③
９
月
29
日
㈯
、
同
30
日
㈰

（
宿
泊
研
修
）
④
11
月
18
日
㈰
（
保

護
者
研
修
会
、修
了
証
書
授
与
式
）（
全

４
回
）　
〈
場
所
〉
①
荒
神
山
自
然

の
家
（
日
夏
町
）
②
Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ａ　

Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ａ
（
東
近
江
市
粟
見
出
在
家

町
）
③
妹
背
の
里
（
蒲
生
郡
竜
王
町
）

④
聖
泉
大
学
（
肥
田
町
）　
〈
対
象
〉

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
４
～

６
年
生　
〈
定
員
〉
20
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　
〈
費
用
〉
５
千

円　
〈
申
込
期
間
〉
７
月
２
日

㈪
～
同
20
日
㈮　

※
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

聖
泉
大
学
地
域
連
携
交
流
セ
ン

タ
ー
事
務
局
☎
43-

７
５
１
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
43-

２
６
１
１
番
、

renkei@
seisen.ac.jp 

※
①

氏
名
②
ふ
り
が
な
③
性
別
④
住

所
⑥
電
話
番
号
⑥
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
⑦
学
校
名
⑧
学
年
を
書
い

て
、
メ
ー
ル
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

平
成

  30
年
度
男
女
共
同
参

画
推
進
事
業
者
団
体
表
彰

〈
内
容
〉
男
女
が
共
同
し
て
参
画

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
者
団
体
を
表
彰
し
ま

す
。　
〈
対
象
〉市
内
の
事
業
者
団

体
（
事
業
活
動
を
行
う
個
人
・
法
人
、
非

営
利
団
体
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
種

団
体
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者

①
女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大

な
ど
、
職
場
づ
く
り
に
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
者

②
家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
と
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
法
を

上
回
る
独
自
の
制
度
が
あ
り
、

そ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
者

③
そ
の
他
、
男
女
が
共
同
し
て
参

画
す
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
や

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
者

〈
申
込
期
間
〉７
月
２
日
㈪
～
11
月

30
日
㈮
（
必
着
）　
〈
そ
の
他
〉
表

彰
は
平
成
31
年
４
月
頃
で
す
。
選

考
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
す
。　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

企
画

課
女
性
活
躍
推
進
室
☎
30-

６
１

０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番　

※

企
画
課
女
性
活
躍
推
進

室
や
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
 67
回
彦
根
市
美
術
展
覧
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
美
術
展
覧
会
と
音
楽
と
の
共
演
〜

出
品
作
品

〈
開
催
期
間
〉
９
月
９
日
㈰
～
同

16
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
（
９
月
10
日
㈪
は
休
館
）　
〈
場

所
〉ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬

町
）　
〈
対
象
〉
市
内
、
近
隣
市
町

（
東
近
江
市
、
米
原
市
、
愛
荘
町
、
犬
上

郡
の
各
町
）
に
在
住
か
、
市
内
に
在

勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生
以
下
は
除

く
）　
〈
作
品
の
主
な
規
格
〉
▼
日

本
画
・
洋
画　

10
号
（
５
３
０
㎜
×

３
３
３
㎜
）
以
上
30
号
（
９
１
０
㎜
×

９
１
０
㎜
）
以
内
（
創
作
版
画<

洋
画

>

は
10
号
未
満
も
応
募
可
）　

▼
彫
刻　

高
さ
２
ｍ
以
内
×
横
１
ｍ
以
内
×

奥
行
１
ｍ
以
内　

※
手
動
で
移
動

可
能
で
、
展
示
や
展
示
作
業
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
も
の　

▼
美
術

工
芸　

壁
面
は
縦
・
横
が
合
計
２

ｍ
以
内
、
立
体
は
１
辺
１
・
２
ｍ

以
内　

▼
書　

わ
く
張
り
ま
た
は

表
装
を
含
み
、
仕
上
げ
寸
法
が
半

切
以
上
２
㎡
以
内
（
一
辺
は
２
・
６

ｍ
以
内
）、
※
軸
・
帖じ

ょ
う

・
巻か

ん

子す

・
篆て

ん

刻こ
く

・
刻こ

く

字じ

も
応
募
可 

▼
写
真　

四

つ
切
り
か
ら
全
紙
ま
で
の
カ
ラ
ー
、

ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
で
パ
ネ
ル
張
り
、

ま
た
は
額
装
を
施
し
た
も
の
。
組

写
真
は
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
写

真
が
四
つ
切
り
以
上
で
80
㎝
×
１

ｍ
以
内
に
ま
と
め
一
体
化
し
た
も

の　

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
作
品

に
限
る
。
陳
列
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耐

え
得
る
装
飾
保
護
装
備
（
額
縁
、
吊つ

り
金
具
、
吊
り
ひ
も
、
表
装
な
ど
）
を

施
す
こ
と　
〈
出
品
点
数
〉
１
部

門
に
つ
き
１
人
１
点
（
写
真
に
限
り
、

１
人
２
点
以
内
）　
〈
出
品
申
込
〉
出

品
作
品
１
点
に
つ
き
出
品
申
込
書

と
出
品
料
を
添
え
て
、
部
門
ご
と

の
受
付
場
所
に
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。　
〈
出
品
料
〉
作
品
１
点
に

つ
き
５
０
０
円
（
高
校
生
は
無
料
）　

〈
搬
入
日
時
〉８
月
31
日
㈮　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
８
時
、
９
月
１

日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時　
〈
審
査
〉
彦
根
市
美
術
展
覧

会
審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。 

〈
表

彰
〉優
秀
な
作
品
を
表
彰
し「
広
報

ひ
こ
ね
」
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。 

※
作
品
の
規
格
や
受
付
場
所
な
ど
、

そ
の
他
の
詳
細
は
開
催
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
開
催
要
項
と
出
品

申
込
書
は
、
市
役
所
、
支
所
、
各

出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
、
ひ
こ

ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
、
市
民
会
館
な

ど
に
あ
り
ま
す
。 

〈
応
募
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化

振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

子どもセンター からのお知らせ

申込・問い合わせ先　　子どもセンター　☎28-3645、FAX28-3646

子どもセンター からのお知らせ
子育て講座　
守ろう！我が子の大切な歯
内容　子どもの年齢に合わせた口内の手入れの仕方や

虫歯予防のポイントを歯科衛生士が説明します ( 希
望者には歯のチェックも行います )。

日時　7 月 18 日㈬　10：00 〜 11：30
対象　平成 26 年４月２日生まれ〜同 30 年 2 月 28

日生まれの子どもと保護者
定員　20 組（先着順） 　費用　200 円（1 組）

持ち物　飲み物、歯ブラシ、コップ、ガーゼハンカチ
申込期間　7 月 1 日㈰〜同 12 日㈭

赤ちゃんひろば
内容　赤ちゃんを遊ばせながら、保護者同士が交流で

きるひろばです。開催時間中は自由に参加できます。
日時　7 月 19 日㈭　13：30 〜 14：30
対象　２〜８か月児とその保護者
費用　無料

星空教室　火星大接近　
内容　15 年ぶりとなる大接近する火星について学び

ます。大きな望遠鏡で探訪してみませんか。
日時　7 月 20 日㈮　19：30 〜 21：00
対象　天体に興味がある人（小学生以下は保護者同伴）

定員　30 人（先着順）

費用　300 円（幼児は無料）

申込期間　7 月 7 日㈯〜同 18 日㈬
※雨天などの場合は中止。16：00 以降に開催の有無

を確認してください。

集まれ！ジュニア天文体験
内容　天文の学習や観測を行います。
日時　7 月 21 日㈯　14：00 〜 15：00
対象　小学 1 〜 3 年生（保護者同伴）　　

定員　10 組（先着順）

費用　200 円（1 組）

申込期間　7 月 7 日㈯〜同 18 日㈬

子ども教室
彦根工業高校の皆さんとの楽しい木工製作！
内容　彦根工業高校の皆さんと一緒に、木製ミニチュ

ア椅子を作りましょう。
日時　7 月 29 日㈰　9：30 〜 11：00
対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）

定員　15 人（先着順）　　費用　500 円
申込期間　7 月 14 日㈯〜同 25 日㈬

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
〜
す
♪

お
口
の
中
を

▲詳しい情報
はこちらへ
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

ひ こ ね で 朝 市 7月15日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、湖魚料理、手作り雑貨などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、　hikonedeasaichi55@gmail.com

男性介護者のつどい
「彦根こんき会」

7月9日㈪
10：30～15：00

認知症の家族を介護する男性同士で語り合いましょう。
気軽にご参加ください。途中からでも参加できます。
費用：200円（昼食代は別途必要）
家族の会滋賀県支部（小宮さん）
☎080-3797-4530

　市民交流センター
（ 里 根 町 ）
図 書 学 習 室

街 中 サ ロ ン 7月12日㈭、同28日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害、発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話して
情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流しましょう。
NPO法人彦根育成会☎20-9114、ＦＡX49-9115

がん患者サロン
「 り ら く 彦 根 」

7月24日㈫
13：00～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
3 階 講 堂

がん患者やその家族の交流の場です。がんと向き合って
いる人同士だから分かり合える思いを共有しましょう。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

7月17日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

在 宅 で の 療 養 や
看 取 り を 考 え る 会
花 か た ば み の 会

7月21日㈯
14：00～16：00

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

住み慣れたわが家で最期を迎えるために、在宅ケアや在宅
医療、エンディングノートなどの情報をお伝えします。
費用：200円（茶菓子代）
花かたばみの会（井川さん）☎・FAX22-2644

元気21歩こう会
7月21日㈯

9：00～11：00
（集合 9：00）

グリーンピアひこね
（ 清 崎 町 ）

室内でニュースポーツを楽しみましょう。
費用：100円（保険代など）　　持ち物：上靴、タオル
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
夏 の 収 穫 祭

7月6日㈮
11：30～13：00

滋 賀 大 学
生 協 前 広 場
（ 馬 場 一 丁 目 ）

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します（雨天中止)。
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

7月10日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム介護家族のつどい

「ほっこり・らぶ」

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをしたりする会です。気軽にご参
加ください。若年認知症の介護家族のつどい「ほっこり・らぶ」
も同時開催します（奇数月に開催）。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

がん患者さんのための
ウ ィ ッ グ 相 談 会

7月12日㈭
13：30～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
講 堂

医療用ウィッグ (かつら ) を取り扱っているメーカーの専
門スタッフが、がん患者さんの脱毛による悩みや相談に応
じます。希望する人は試着もできます。
対象：がん患者　　定員：10人（先着順）　
申込期限：7月11日㈬  ※電話かメールで申し込んでください。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

ひこねエコマーケット
「 夢 畑 」

7月8日㈰
10：00～14：00

彦根城内大手前公園
（ 金 亀 町 ）

「リユース・リサイクル品」の中から、欲しいもの、掘り出
し物を見つけてください。　※雨天中止
夢畑実行委員会☎090-2357-9296

滋 賀 県 立 大 学
オープンキャンパス2018

7月21日㈯、同22日㈰
9：00～15：00
（一部16:00まで）

滋 賀 県 立 大 学
（ 八 坂 町 ）

学科説明、在学生によるトークライブ、模擬講義、キャン
パスツアー、個別相談などを行います。
滋賀県立大学教務課入試室☎28-8243、
　FAX28-8472、　 nyushi@office.usp.ac.jp

彦根市地域文庫連絡会主催
児童文学作家による講演会
「子どもたちに生き
物の話を届けたい」

7月29日㈰
【第１部】
①13：00～14：30
【第２部】
②14：45～15：30

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
第 １ 集 会 室

①「子どもたちに生きものの話を届けたい」②「すばこはどうし
て必要なの」（紙の巣箱づくりのワークショップあり）
講師：児童文学作家キム・ファンさん
対象：①大人②５歳以上の幼児・小学生　
定員：①50人②30人（先着順）
申込期間：7 月 10 日㈫～同 27 日㈮までに、電話か直接
窓口で申し込んでください。※月曜日･第4木曜日は休館日
市立図書館☎22-0649、FAX26-0300

第4回彦根ユネスコ協会
グローバルスピーチ
＆ディベート大会

7月8日㈰
13：00～16：00

大学サテライト・プラザ彦根
（ 大 東 町 ）
アル・プラザ彦根6階

外国につながりのある幼児や小・中学生が、日頃の日本語
学習の成果を発表し、市民との交流を深めます。
彦根ユネスコ協会子どもにほんご教室JUMP（富川さん）
☎090-1488-3526

俳
句

明
日
は
去
る
事
務
所
へ
一
輪
水
仙
花

寒
釣
の
声
の
集
ま
る
日
向
か
な

再
発
を
抜
け
し
三
年
春
掴
む

短
歌

叔
父
の
家
無
住
と
な
り
て
三
十
年

　

父
子
草
咲
き
母
子
草
咲
く

点
滴
の
ポ
ト
リ
ポ
ト
リ
と
落
ち
て
ゆ
く

　

速
度
は
寿
命
の
尽
き
ゆ
く
速
度

風
さ
や
か
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
並
木
道

　

友
と
出
立
つ
ビ
ワ
イ
チ
の
朝

川
柳

ほ
ほ
え
み
を
見
届
け
る
ま
で
こ
こ
に
い
る

上
手
い
こ
と
転
が
っ
て
い
る
こ
こ
に
い
る

青
空
に
た
め
ら
い
の
な
い
笛
と
な
る

冠
句

願
は
く
は
終
章
花
の
散
る
如
く

好
奇
心
未
知
の
世
界
を
引
き
寄
せ
る

ひ
た
む
き
に
鍬
降
り
起
こ
す
土つ

ち

光
ひ
か
り

詩潜
む
も
の

み
じ
か
い
言
葉

石
け
ん
の
木

随
筆
・
評
論

近
い
帰
り
道

私
の
将
棋

「
干
し
柿
」
が
運
ん
で
く
れ
た
も
の

小
説

あ
し
た
の
姉

き
ょ
う

弟だ
い

　
　
　
　
　
　
入
賞
者
決
ま
る
！
　
第
54
回
市
民
文
芸
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

　延べ 347 人の皆さんから俳句 336 点、短歌 195 点、川柳 175 点、冠句 212 点、詩 24 点、随筆・評
論 19 点、小説 3 点、合計 964 点の応募をいただきました。これらの中から、特選 19 点、入選 39 点、佳
作 129 点が選ばれました。各部門の特選は、上記の皆さんです。

田
口　

洋
子 

さ
ん
（
本
庄
町
）

大
久
保　

豊
子 

さ
ん
（
佐
和
町
）

池
田　

光
雄 

さ
ん
（
彦
富
町
）

小
林　

清
次
郎 

さ
ん
（
東
近
江
市
）

掛
田　

洋
子 

さ
ん
（
開
出
今
町
）

筑
田　

弘
正 

さ
ん
（
外
町
）

須
田　

さ
ゆ
り 

さ
ん（
犬
上
郡
豊
郷
町
）

河
﨑　

章 

さ
ん
（
東
近
江
市
）

川
口　

利
江
さ
ん
（
犬
上
郡
甲
良
町
）

滝
口　

寿
美
夫 

さ
ん
（
鳥
居
本
町
）

元
持　

和
子 

さ
ん
（
犬
上
郡
豊
郷
町
）

髙　

恵
三
郎 

さ
ん
（
長
曽
根
南
町
）

髙
井　

豊
さ
ん
（
正
法
寺
町
）

谷
口　

明
美 

さ
ん
（
西
今
町
）

真
野　

美
栄
子 

さ
ん
（
古
沢
町
）

外
村　

輝
夫 

さ
ん
（
大
藪
町
）

田
口　

敏
子 
さ
ん
（
本
庄
町
）

上
野　

初
子 
さ
ん
（
犬
上
郡
甲
良
町
）

水
沢　

郁 

さ
ん
（
野
瀬
町
）

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
練 習 室

8月11日(土・祝)
18：00～

（開場17：30）

出演：【落語】笑福亭伯枝、笑福亭生寿
         【漫才】コンチェルト、ウッドランド
費用：前売500円、当日600円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね
市文化プラザほか
みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

夕涼み…
みずほ寄席vol.27

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

親 子 で 学 ぼ う ！
び わ 湖 水 産 教 室

8月4日㈯
① 9：15～12：15
②13：30～16：30

　 水 産 試 験 場
（ 八 坂 町 ）

琵琶湖の魚や水産業の魅力、水産試験場の役割について、
魚の測定や試食体験などを通して理解できる公開講座です。
対象：小学生以上の児童・生徒とその保護者
定員：各部15組（1組4人まで。応募多数の場合は抽選）
申込方法：7 月 19 日㈭までに、往復はがき、FAX または
　メールで申し込んでください。
　水産試験場（八坂町2138-3）☎28-1611、FAX25-2461、
       gf30@pref.shiga.lg.jp

彦根市内
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幕
末
の
大
老
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
す

彦
根
藩
13
代
井
伊
直
弼
は
、
国
元
の
彦
根

に
お
い
て
も
藩
主
と
し
て
特
色
の
あ
る
政

治
を
行
い
ま
し
た
。
直
弼
が
藩
の
政
治
を

行
う
う
え
で
最
も
重
視
し
た
の
は
、
領
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
藩
主
が

思
い
や
る
心
、
す
な
わ
ち
「
仁じ

ん

」
の
心
に

よ
っ
て
領
地
を
治
め
る
「
仁じ

ん

政せ
い

」
と
い
う

考
え
方
で
し
た
。

　

嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
11
月
に
江
戸

で
藩
主
と
な
っ
た
直
弼
は
、
翌
月
、
家
臣

か
ら
領
民
に
至
る
ま
で
領
内
全
体
に
対
し
、

前
藩
主
直な

お

亮あ
き

の
遺
産
金
15
万
両
を
分
け
与

え
ま
し
た
。
こ
の
施
策
は
、
直
弼
が
敬
愛

し
て
い
た
父
、
11
代
直な

お

中な
か

が
か
つ
て
行
っ

た
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
し
た
。
遺
産
金

の
分
配
は
、
新
藩
主
就
任
に
伴
う
振
る
舞

い
で
あ
り
、
領
民
が
藩
主
の
恩
恵
を
意
識

す
る
機
会
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

翌
４
年
６
月
、
直
弼
は
藩
主
と
な
っ
て

初
め
て
彦
根
に
国
入
り
し
、
藩
領
内
の

村
々
の
支
配
を
担
当
す
る
藩
の
役
所
の
改

革
に
着
手
し
ま
し
た
。
当
時
、
筋す

じ

奉ぶ

行
ぎ
ょ
う

が
率
い
る
筋す

じ

方か
た

役や
く

所し
ょ

に
村
方
支
配
の
権
限

が
集
中
し
て
い
ま
し
た
が
、
村
か
ら
の
訴

訟
に
対
す
る
筋
方
役
所
の
役
人
の
取
り
調

べ
に
不
公
正
が
あ
る
と
の
悪
評
が
領
内
に

流
れ
、
藩
政
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

直
弼
は
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
家
老
役

に
命
じ
、
同
年
８
月
15
日
、
筋
方
役
所
の

訴
訟
取
り
調
べ
権
限
の
一
部
を
代だ

い

官か
ん

所し
ょ

に

移
す
通
達
を
出
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
改
革

は
村
の
訴
訟
に
対
し
て
公
正
な
取
り
調
べ

を
行
い
、
領
民
が
被
る
損
害
を
取
り
除
こ

う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、直
弼
の
「
仁
政
」

の
一
環
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
右
の
家
老
役
の
通
達
か
ら
３
日

後
の
８
月
18
日
に
は
、
直
弼
は
、「
御ご

領
り
ょ
う

分ぶ
ん

端は
し

々ば
し

村む
ら

方か
た

ま
で
残
り
無
く
御ご

巡じ
ゅ
ん

見け
ん

」
を

す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
ら
が
領
内
全
て

の
村
を
巡
見
す
る
意
向
を
表
明
し
、
９
月

15
日
に
領
内
南み

な
み

筋す
じ

の
巡
見
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
）。
そ
の
後
、
直
弼
は
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）
ま
で
の
間
に
、
江
戸
か
ら

彦
根
に
帰
国
す
る
度
に
、
全
９
回
に
お
よ

ぶ
巡
見
を
実
施
し
、
領
内
全
域
を
見
分
し

ま
し
た
。
当
初
の
表
明
を
言
葉
ど
お
り
に

実
行
し
た
の
で
す
。
直
弼
よ
り
前
の
藩
主

に
よ
る
巡
見
の
多
く
は
、
彦
根
か
ら
一
路
、

越
前
国
と
の
国
境
に
あ
る
藩
領
の
最
北
地

点
栃と

ち

ノの

木き

峠と
う
げに
行
き
、
折
り
返
し
彦
根
に

戻
る
と
い
う
形
態
で
し
た
。
こ
れ
ら
に
較

べ
、
直
弼
の
領
内
巡
見
は
、
実
施
回
数
が

増
え
、
多
く
の
日
時
を
費
や
し
、
領
内
の

地
域
を
高
密
度
に
巡
る
も
の
で
、
巡
見
に

際
し
、
村
々
と
の
贈
答
や
、
村
へ
の
お
救

す
く
い

米ま
い

の
給
付
、
村
方
の
難
病
人
へ
の
奥お

く

医い

師し

に
よ
る
診
察
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
従
来

の
巡
見
か
ら
は
質
・
量
と
も
に
飛
躍
し
た

内
容
の
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
日
本
列
島
近
海
に
外
国
船

が
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
、
全
国
で
海
防
の
軍

事
的
な
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
海
に
近
い
近
江
国
も
例
外
で
は
な
く
、

直
弼
の
領
内
巡
見
は
、
こ
の
状
況
に
対
し

て
領
内
を
し
っ
か
り
と
掌
握
し
よ
う
と
す

る
目
的
を
持
つ
も
の
で
し
た
。し
か
し
、こ

の
巡
見
が
濃
密
で
徹
底
し
た
も
の
と
な
っ

た
根
本
的
な
理
由
は
、
直
弼
が
領
民
の
様

子
を
直
に
見
聞
し
、
藩
主
と
し
て
領
民
を

思
い
や
る
政
治
、「
仁
政
」
を
行
う
こ
と
を

彼
自
身
が
心
か
ら
望
ん
で
い
た
点
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一
）

井
伊
直
弼
が
目
指
し
た
政
治

写
真
の
作
品
は
、
常
設
展
示
「
古
文
書

が
語
る
世
界
」
で
、
８
月
20
日
㈪
ま
で

展
示
し
ま
す
。（
７
月
17
日
㈫
は
休
館
）

第263回
▲写真　嘉永4年（1851）「南筋御領分御廻留」（彦根藩井伊家
文書）表紙（右側）と冒頭部分（左側）

◀
金
亀
山
伝
記（
こ
ん
き
さ

ん
で
ん
き
）

▲能装束　紺地丸竜
と風景文様側次

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に展示を行って
います。

-常設展示の名品-

7月16日(月･祝)まで

ギャラリートーク 　
7月21日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

テ

　ー

　マ

　展

企

画

展

　側次は、略式の鎧姿や
唐人物の役で使用する装
束。これは中国の官服(か
んぷく)を仕立直したもの
で、背と肩には竜の丸文、
裾には鳳凰が舞う、荒波
逆巻く海中の仙島 (せんと
う)を表します。めでたい
気分にあふれた一領（い
ちりょう）です。

■【休館日のお知らせ】　７月１７日㈫
■7月18日㈬、同19日㈭は展示替えのため一部閉室
しています。

「能装束　紺地丸竜と風景文様側次」
ぞく こん じ

7月16日(月･祝)まで

「商家のうつわ －湖東の商家伝来のやきもの－」
　商家では、大勢の客をもてなすため、大揃いの膳碗 (ぜんわん )
などの食器類が、必須の道具とされました。これらは、華やか
な色や模様で彩られており、いかにも富商 ( ふしょう ) 好みの趣
があります。本展では、湖東地域の商家に伝来したもてなしの
器の数々を紹介します。

ふう けい もん

　彦根の象徴としてそびえ
る彦根城。井伊家が近江国
（おうみのくに）に領地を得て
彦根城の築城に着手した経
緯をはじめ、城郭の特徴、
城下町に生きた人びとの歴
史などを紹介します。

7月20日㈮～8月21日㈫

「彦根城 －城の姿と城下町の暮らし－」

のうしょう がんりょう よう そば つぎ

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、全て税込価格です。
◎託児サービスがあります（玉置浩二：0～3歳、桂吉弥独演会：未就学
　児）。子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込み
　ください。

7月の休館日　2日㈪、9日㈪、17日㈫、23日㈪、30日㈪

9月24日(月・振) 17：00　グランドホール

【7月14日㈯9:00～予約開始】　7,800円
【7月1日㈰9:00～友の会予約開始】　7,800円
※４歳未満は入場いただけません（４歳以上はチケット必要）。
※託児サービスがあります（有料 /要予約）。

指定

10月27日㈯ 15：00　エコーホール

出演：桂吉弥、桂吉の丞、桂團治郎

第６回彦根亭落語会

毎日放送「ちちんぷいぷい」他、
多くのテレビやラジオに出演し、
人気・実力ともに上方落語界に
おいて全国区の若手筆頭株で
ある桂吉弥の独演会。伸びの
ある語り口と巧みな表現力で魅
了します。
この機会をお見逃しなく！

【7月21日㈯ 9:00～予約開始】
　一般：3,000円、ペア券(2枚1組)：5,600円　　
【7月7日㈯ 9:00～友の会予約開始】　友の会：2,600円

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料 /要予約）。
※ペア券はひこね市文化プラザとチケットぴあのみの取扱。

指定

桂吉弥 独演会玉置浩二 CONCERT TOUR 
2018

～ 60’CARNATION ～

決して色褪せる
こ と の な い、 そ
の驚異的な歌唱
力と抜群の音楽
セ ン ス は 必 聴！
プレミアムライ
ブ 必 至！ ご 期 待
ください！
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エ
コ
サ
マ
ー

湖東定住自立圏（彦根市と愛荘町、豊郷町、甲 良 町、多賀町との広域連携）の具体的な取り組み

　私たちの暮らす地域では、JR や近江鉄道、路線バ
スや愛

あい

のりタクシー ( 予約型乗合タクシー ) が走っていま
す。将来にわたり自立的で持続可能な公共交通体系の
確立に向け、湖東圏域公共交通活性化協議会 ( 以下、「協
議会」) では、効率的なバスダイヤの検討や、分りやす
い時刻表の作成などを行い、公共交通を元気にする取
り組みを行っています。
　協議会では、期間限定で保護者 ( 引率者 )1 人につき
小学生2人までの路線バス運賃を無料とする取り組み
を実施します。この夏休みは、家族で、エコに、お得
におでかけしませんか。
期間　７月１日㈰〜８月 31 日㈮
対象路線　湖東圏域 ( 彦根市、愛荘町、甲良町、多賀町 ) を運

行する路線バス(ご城下巡回バス除く)、東近江市ちょこっ
とバス、近江鉄道バス ( 角能線、神崎線、御園線 )

　学校を通じて配布するチラシにバスに乗った日や
使った停留所などを書いて協議会に送ると、抽選で
10 人に図書カードなどをプレゼントします。詳しく
は、小学校や市役所で配布しているチラシ、または彦
根市ホームページをご覧ください。

乗車方法　
保護者 ( 引率者 ) 同伴で対象の路線バスに乗車く
ださい。降車時に「エコサマー」とバスの乗務
員に伝えて、大人運賃のみ支払ってください。

※保護者 ( 引率者 )1 人に対して小学生 3 人以上の
場合は、3 人目から小児運賃を支払ってくださ
い。

※大人運賃の支払方法は問いません ( 現金、回数券、
定期券など )。

＜ 問い合わせ先　湖東圏域公共交通活性化協議会（ 交通対策課内）☎ 30-6134、FAX24-5211 ＞

調べよ
う。

みんなで乗ろう。

出かけよう。

　

家
庭
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

量
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

省
エ
ネ
・
節
電
対
策
を
知
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
回
は
、各
家
庭
に
ぴ
っ

た
り
の
省
エ
ネ
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
「
う
ち
エ
コ
診
断
」
を
紹
介
し

ま
す
。

う
ち
エ
コ
診
断
と
は

　

環
境
省
認
定
の
公
的
資
格
を
持
つ

う
ち
エ
コ
診
断
士
が
家
庭
な
ど
に
出

向
き
、
家
庭
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
算
定
し
た
り
、
受
診
者
に
ぴ
っ

た
り
の
省
エ
ネ
・
地
球
温
暖
化
対
策

を
提
案
し
た
り
し
ま
す
。「
省
エ
ネ
で

の
費
用
対
効
果
は
？
い
く
ら
光
熱
費

が
お
得
に
な
る
の
？
」
な
ど
と
い
っ

た
受
診
者
の
疑
問
に
も
、
そ
の
場
で

分
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま
す
。

省
エ
ネ
・
節
電
提
案
会

　

自
治
会
や
企
業
な
ど
に
う
ち
エ
コ

診
断
士
が
出
向
き
、
省
エ
ネ
・
節
電

に
関
す
る
相
談
や
、
パ
ネ
ル
や
実
験

器
具
を
用
い
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

県
内
で
募
集
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
「
省
エ
ネ
・
節
電
行
動
実

践
促
進
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
う
ち

エ
コ
診
断
や
省
エ
ネ
・
節
電
提
案
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

滋
賀
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
７-

５
６
９-

５
３
０

１
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
定
員
は

１
５
０
世
帯
（
先
着
順
）、
申
込
期
限

は
12
月
上
旬
頃
ま
で
で
す
。

二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果
は
？

　

昨
年
度
、
滋
賀
県
で
う
ち
エ
コ
診

断
を
受
診
し
た
家
庭
で
、
診
断
時
に

提
案
さ
れ
た
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
１
世
帯
あ
た
り
約
２
割
の
二
酸

化
炭
素
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

　

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

低
炭
素
社
会
推
進
ト
ピ
ッ
ク
ス　

　

ー 

「
う
ち
エ
コ
診
断
」
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か 

ー

近近ひがし  おう
  　み

江江・東・東近近
ひがし  おう

  　み

江江・東・東近近
ひがし  おう  　み

江江・東・東近近
ひがし  おう  　み

江江・東・東近近
ひがし  おう  　み

江江・東・東近近
ひがし  おう  　み

江江・東・東

ご当地ナンバープレート 

問い合わせ先　 税務課市民税係☎ 30-6140、FAX22-1398

原付バイクとミニカーのナンバープレート２種類(10月から交付開始予定)

　ひこにゃんがデザインされたプレートのデザイン投票結果と彦根市ご当地ナンバープレートデザイン選定委

員会の審査により、次の 2 つのデザインに決定しました。

投票総数　5,177 票
投票期間　4 月 6 日 〜 同 20 日

ひこにゃんナンバー オリジナルナンバー

6 つのデザインから市民投票によって最多得
票となり決定。

シンプルながらも、ひこにゃんを最前面に押
し出したデザイン。

滋賀県立大学人間文化学部生活デザイン学
科・南政宏助教により制作。

井伊の赤備えをイメージし、市内の公共交
通との統一感を意識したデザイン。

※ナンバープレートの視認性確保などのため、実際のナンバープレートは、色合いなどが変わる可能性があります。

対象車種
　▶原動機付自転車（50cc 以下：白色、50cc 超 90cc まで：薄黄色、90cc 超 125cc まで：薄桃色）

　▶ミニカー（薄青色）

その他
　▶新規登録時：新プレート２種類、従来型プレートの計３種類から選択できます。
　▶交換時：既存プレートから新プレートへ交換する場合、１回に限り交換手数料が無料です。
※交付方法など詳しくは、決まり次第お知らせします。

デザイン決定！ 

897 票（17%）

1,272 票（25%）

808 票（16%） 760 票（15%） 739 票（14%） 701 票（13%）

たくさんのご投票

ありがとうございました！

「ひこにゃん」ナンバー デザイン投票結果

1 位

2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

2018・7・121

自賠責

※「第 48 回ナターリャの部屋」は、7 月 15 日号に掲載します。
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

ぴ よ ぴ よ サ ロ ン

助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何でも
気軽に話しましょう。
日時　7 月 25 日㈬
　　　10：00 〜 11：30（受付 9：45 〜 10：00）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある 2 〜 3 か月児とその保護

者
持ち物　母子健康手帳、

バスタオル（おくるみ
も可）

〜管理栄養士による食生活改善アドバイス〜
健診結果は確認されましたか？血圧、血糖値、中性

脂肪やコレステロールなどが高かった人は、この機会
に一緒に食生活を見直してみませんか。
日時　8月6日㈪、同 24日㈮　
　いずれも 9：00 〜、10：30 〜〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相談

を受け付けています。

栄 養 相 談

櫻
井
七な

緒お

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

三
原
弦げ

ん

達た
つ

ち
ゃ
ん

（
外
町
）

酒
井　

澪み
お

ち
ゃ
ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

　血圧が高い、脂質や血糖の値が高いことは、血管の
壁を傷め、動脈硬化を進行させます。動脈硬化が進む
と、血管が詰まったり、破れやすくなったりすること
で、心筋梗塞、脳卒中、腎不全などの深刻な病気を引
き起こす原因になります。これらの病気の多くは、進
行するまで自覚症状がありません。
対象　彦根市に住民登録があり、次の要件に該当する
人（年齢は平成 31 年３月 31 日が基準）

▶健康診査（内容は、問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、
尿検査、血液検査、内科診察）

①昭和 54 年 4 月 1 日〜平成 12 年 4 月 1 日生まれ
の人

②昭和 54 年 3 月 31 日以前生まれの生活保護受
給者（彦根市に住民登録がなく、在住している人を含む）

▶肺がん検診　昭和 54 年 3 月 31 日以前生まれの
人

▶肝炎ウイルス検診
① 40、45、50、55、60 歳の人で、過去に市の

肝炎ウイルス検診を受けていない人（対象者には、
５月下旬に案内を送付しています）

②①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過去に市の肝
炎ウイルス検診を受けていない人（検診の１週間前
までに 健康推進課へ電話か FAX で申し込んでください）

年に 1 回市民健康診査を受けましょう
日時

実施日
7月18日㈬
　同19日㈭
　同24日㈫

　同27日㈮
　同31日㈫
8月　3日㈮
　同 6日㈪
　同 7日㈫

場　 　所

みずほ文化センター

くす の きセンタ ー
（午後は女性のみ）
グリーンピアひこね
北老人福祉センター（ハピネスひこね）
市 民 会 館
旭 森 地 区 公 民 館
河 瀬 地 区 公 民 館

受付時間
9：30～11：00
9：00～11：00
9：30～11：00
13：00～14：30

9：30～11：00

※ 7 月 24 日㈫午後のみ託児あり（生後４か月〜就
学前、要予約）。
※料金など詳しくは、広報ひこね 5 月 15 日号と同
時に配布した「平成 30 年度彦根市健康診査・がん
検診のお知らせ」をご覧ください。

お産の進み方の話を聞いたり、陣痛をやわらげる
マッサージや赤ちゃんのお世話などの体験ができま
す。
日時　7月29日㈰　9：30〜12：00
　　　（受付　9：15〜9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠 24 週以降の夫婦
定員　18 組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、第

１子の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　7 月 5日㈭〜同18日㈬
申込方法　 健康推進課に電話か FAX

で申し込んでください。QR コード
対応の携帯電話を使って申し込むこ
ともできます。

その他　託児はありません。
※あぐらがかけるような服装、または

ひざ掛けをお持ちください。

パ パ マ マ 学 級

▲パパママ
　学級の申込
　ＱＲコード

不妊治療費の助成を行っています
特定不妊治療（体外受精・顕微受精）、人工授精で健康保険などの医療保険が適応されない治療費の一部を助成します（本年度
から、特定不妊治療の過程で「精巣または精巣上体からの精子採取の手術（男性不妊治療）」も助成します）。
＜特定不妊治療費の助成＞
対象（次の全てを満たす人）

▶治療中および申請時に、夫婦のいずれかの住所が市
内にあり、法律上の婚姻をしている夫婦

▶「滋賀県不妊に悩む方への特定治療支援事業」の助
成を受けている人

▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人
助成額・回数　特定不妊治療（保険外診療分）に要した費

用から、滋賀県の助成金を差し引いた額を、市から助
成します。1 回の治療に対する助成額は 5 万円（※以
下の治療方法のときは 2 万 5 千円）を限度とします。

※助成額 2 万 5 千円に該当する治療方法
●以前に凍結した胚

はい

を解凍して胚移植を実施
●採卵したが卵が得られない、または状態のよい卵が

得られないため中止

申請期限　「滋賀県不妊に悩む方への特定治療支援事
業」の決定日から 3 か月以内

＜人工授精治療費の助成＞
対象（次の全てを満たす人）

▶治療日および申請時に市内に住所があり、法律上の
婚姻をしている夫婦

▶夫婦の前年所得の合計額が730万円未満である人
▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人

助成額　人工授精に要した自己負担の半額 ( 千円未満は
切り捨て ) を助成します。助成期間は通算 2 年間とし、
助成金額は合算して 5 万円です。

申請期限　平成 30 年度に行った治療分は、平成 31 年
3 月 29 日㈮まで（ただし、平成 31 年３月中にも治療す
る場合は同 4 月 30 日㈫まで）

申請と決定　 健康推進課に申請してください。申請後、
審査のうえ決定します。詳しくは、彦根市ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください。

初めて助成を受ける際の
治療開始時の妻の年齢

39歳以下

40歳～42歳

43歳以上

助成回数

通算6回まで（※）

通算3回まで（※）

助成対象外

※43歳になるまで

が ん 検 診 ・ 骨 粗 し ょ う 症 検 診 （ 集 団 検 診 ）

8月・9月のがん検診の予約は7月2日㈪から始まります。
※インターネットでの予約は6月26日㈫からです。
希望する人は、予約専用電話24-3719またはFAX24-5870から予約できます。

10日㈮
15日㈯
20日㈭

くすのきセンター午前

胃がん 大腸
がん 肺がん検 診 日

8月
9月 ●

●

●

●

●

●

【
女
性
の
日
程
】

　29日㈬
4日㈫
15日㈯

　　25日㈫
27日㈭

会　　場

くすのきセンター

ひこね燦ぱれす

胃がん 大腸
がん 肺がん検 診 日 時間帯 　特定

　健診乳がん 子宮頸
がん

骨粗
しょう症

8月
9月

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

午前
午後

午前

▶7月2日㈪は多数の申し込みが予想され、電話がつながりにくくなる場合があ
　ります。インターネットからの予約（右下のQRコードから）もご利用ください。
▶肺がん検診のみ受診の場合は予約不要です。
【
男
性
の
日
程
】

会 　 場

●

●

●

●● ● ● ●

● ● ●

時間帯

※他の日程などは、広報ひこね
5 月 15 日号と同時に配布し
た「平成 30 年度彦根市健康
診査・がん検診のお知らせ」
をご覧ください。

▲がん検診
　の申込
　ＱＲコード

彦根市に「暴風警報」
または「暴風雪警報」が
10：30時点で発令され
た場合、乳幼児健康診査は
中止になります。「特別警
報」の場合、発令時刻や
特別警報の種類に関わら
ず中止となります。
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・
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は
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て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

人口と世帯数
　　　　　　平成30年6 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,847 人（＋ 170）
　 56,070 人（＋ 137） 

56,777 人    （＋ 33）
47,508 世帯（＋ 178）

今
月
の
表
紙

熱中症の発生のピークは７〜８月です。熱中症は
炎天下だけでなく、室内でも起こり、重度の場合は
命を落とすこともあります。予防法を正しく理解し、
熱中症から身を守りましょう。
熱中症の予防ポイント
①水分・塩分を補給する・・・のどの渇きを感じな

くても、お茶や水などで水分補給をする。多量の
汗をかいた時は、塩分も少し補う。

②室内環境を整える・・・すだれやカーテンで直射
日光を遮

さえぎ

る、換気をする、必要に応じてエアコン
や扇風機などを使用するなど、部屋に熱がこもら
ないようにする。

③暑さに備えた体力づくり・・・バランスよく、規
則正しい食事で夏バテを防ぐ。ウォーキングなど

の運動や入浴などで、適度に汗をかく習慣をつけ
る。

④服装を工夫する・・・通気性のよい衣服を着る、
黒い服を避けるなどして涼しい服装で生活する。
外出時は帽子や日傘で日よけ対策をする。

熱中症になった時の対処
▶涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静にして寝

かせる。
▶エアコン・扇風機をつける、体（特に首すじ、脇の

下、太ももの付け根など）を氷枕などで冷やす。
▶水分・塩分を補給する。
※「自力で水が飲めない」「意識がない」場合は、

直ちに救急車を呼びましょう。

  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

熱中症にご注意を！

　

食
中
毒
は
、
飲
食
店
で
の
食
事

が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、家

庭
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。食
中
毒

を
予
防
す
る
た
め
の
次
の
３
原
則

を
守
っ
て
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

①
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を
つ
け
な
い

▼
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理
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取
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扱
う
前
後
、
ト
イ
レ
や
お

む
つ
交
換
、
鼻
を
か
ん
だ
後
や

動
物
に
触
れ
た
後
、
食
卓
に
着

く
前
、
残
っ
た
食
品
を
片
付
け

る
前
に
は
手
を
洗
う
。

▼
包
丁
や
ま
な
板
な
ど
、
調
理
器

具
は
使
用
の
た
び
に
よ
く
洗
い
、

で
き
れ
ば
殺
菌
す
る
。
肉
や
魚
、

野
菜
は
別
々
の
器
具
で
調
理
す

る
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い

▼
食
品
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
冷

蔵
庫
に
保
存
す
る
。

▼
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
増

殖
す
る
の
で
、
作
っ
た
料
理
は

早
め
に
食
べ
る
。

③
菌
を
や
っ
つ
け
る

▼
食
品
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り

と
加
熱
す
る
（
中
心
部
を
75
℃
以

上
で
１
分
以
上
）。

▼
包
丁
、ま
な
板
、ふ
き
ん
な
ど
は
、

熱
湯
で
消
毒
し
、
よ
く
乾
燥
さ

せ
る
。
台
所
用
殺
菌
剤
の
使
用

も
効
果
的
。

知
っ
て
防
ご
う
！
食
中
毒

第 67 回親子でいい歯
コンクール

辻　心
こ

々
こ

美
み

　さん（３歳）
辻　　絵

え

里
り

　さん（37 歳）
（西沼波町）

彦根市最優秀賞受賞者が決定しました

学
び
な
が
ら
楽
し
く
活
動

表
紙
の
写
真
は
、
健
康
推
進
員

さ
ん
た
ち
の
活
動
の
様
子
で
す
。

今
回
の
取
材
で
、
健
康
推
進
員

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
こ
と
を
地
域
の
人
た

ち
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

み
な
さ
ん
が
工
夫
し
て
取
り
組
み
、

い
き
い
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

幅
広
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
を
、

学
び
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
推

進
し
て
い
く
健
康
推
進
員
の
活
動

に
、
皆
さ
ん
も
一
度
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


